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詰将棋解答選手権2025一般戦解題

① 藤原勝博作 35飛、44玉、32飛成、26飛、43銀成まで５手詰

玉を33に逃がすと捕まりません。といって初手44

馬では24玉で、攻め駒の金銀が置いてけぼりの戦力

不足となります。

初手は35飛。44玉と逃げた局面はいろんな開き王

手が目につきますが、腰を落ちつけて考えましょう。

馬を守る25飛は、やはり33玉で詰みません。

馬を取らせても飛金銀のコンビネーションで玉が

動けなくなる構図を想像すると、３手目32飛成を見

つけることができます。

② 武紀之作 24馬、36香(合)、15馬、27玉、39桂、同香成、37馬

まで７手詰

初手は35馬の開き王手が有力で、26歩合だと28桂、

27玉、36馬までですが、金合とされると詰みません。

そこで初手は24馬とします。26合駒、15馬、27玉、

39桂までの５手詰かぁ……あれっ、第２問はふつう

７手詰のはずだが？と考え直して２手目36香の中合
ちゅうあい

を発見した方もあったことでしょう。

36香合にたいして同飛は、さらに26銀合とされて

きわどく詰みません。予定どおり15馬、27玉と追え

ば、39桂が捨て駒となって収束します。

③ 富樫昌利作 54香、53角(合)、73角成、61玉、31龍、同角、51香

成、71玉、83桂不成まで９手詰

Limit７（初形の駒が７枚以内）のパラッとした配

置。初手はどうも54香打しか見込みがありません。

２手目は53合駒のようですが、何を打つ？

歩～桂の合だと、73角成、41玉、63馬、51玉、52

馬まで。金合でも73角成、41玉、63馬以下詰みます。

銀合の場合は 73角成、61玉、31龍、52玉、63馬、

43玉、53馬まで駒あまり。

正解手は、その31龍に利かす53角合。それでもあ

えて龍を取らせて骨を断つのが詰将棋の妙味です。
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④ 須藤大輔作 13銀成、同桂、23銀上不成、24玉、14銀成、同玉、

33銀成、54香、23銀不成、24玉、34成銀まで11手詰

（「上」は「うえ」でなく「あがる」と読む。）

玉と龍とのあいだに並ぶ３枚の銀をどうさばく？

初手、脇の甘い駒なので、どの銀で23不成と王手

しようとヌルヌル逃げられてしまいます。

正解は13銀成。たいして同玉なら23銀上成、14玉、

53銀まで。24玉なら23銀上成、34玉、33成銀、同桂、

23銀不成、24玉、14成銀まででどちらも早い。

２手目同桂のあと、23銀上不成、24玉、14銀成と

軽くさばき、同玉に33銀成が決め手となります。

⑤ 沖昌幸作 22金、13玉、12金、同玉、13金、同玉、22銀、12玉、

24桂、同金、13銀成、同玉、22馬まで13手詰

早く解ける人はひと目で13桂が邪魔駒だと見定め

ます。４手目まではそれを〈間接消去〉する手筋。

そして空いた場所に金を打ち捨てるのが気持ちの

よい手、銀を22にすえるのは24玉と逃げた場合に33

銀不成を用意する含みもあります。

８手目12玉、24桂、同金と退路をふさいだあと邪

魔駒と化した銀をこれは直接消去して収束します。

なお、読みとばされた方もあろう４手目23玉の変

化では､24銀､ 12玉､ 22金以下の寄せも要確認ですよ。

⑥ 柴田三津雄作 35金、同玉、36銀、46玉、47馬、55玉、33角、同銀、

65飛、44玉、45飛、34玉、35銀、45玉、46馬まで15

手詰

筋がつかみにくいラスボス作ですが、合駒も開き

王手も現れません。変化や紛れをていねいに読んで

いけば正解にたどりつけるはずです。

初手は35金。たいして13玉は14飛､同玉､ 25角､ 13

玉､16飛まで。正着の同玉には36銀と上がります。24

玉なら25銀、同玉、47馬、35玉、25飛、34玉、52角、

33玉、43角成まで。26玉なら35角、15玉（37玉は47

馬、28玉、29飛、18玉、27銀まで）、16飛、同玉、52馬、15玉、25馬まで。したがって４手

目は46玉で、47馬、55玉のときに33角捨てが決め手となります。あとは65飛以下の詰み。

手順中、飛車が２枚ともすっぽ抜けで取られるところは、趣向とも言えましょう。


